
寒
さ
が
少
し
和
ら
い
だ
昨
年
1
2

月
の
週
末
。
神
戸
市
東
灘
区
の
岡

本
商
店
街
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
滑

り
込
ん
だ
。
米
穀
店
「
い
づ
よ
ね
」

疇
の
川
崎
却
毎
（
4
4
）
が
、
石
畳
の
道

沿
い
に
立
つ
カ
フ
ェ
の
ド
ア
を
押

し
声
を
張
り
上
げ
る
。
「
ま
い
ど
、

い
づ
よ
ね
で
す
」
。
店
員
に
コ
メ

斤
の
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
渡
す

索
と
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
一
礼
し
、

開
店
準
備
で
慌
た
だ
し
さ
を
増
す

店
を
後
に
し
た
。

コ
メ
は
あ
ら
か
じ
め
、
9

合
（1

戸
．6
2どず
つ
小
存
し
て
袋
詰

め
し
て
い
る
。
こ
の
カ
フ
ェ
が
1

日
に
炊
く
分
量
だ
。
計
量
す
る
必

申
累
な
く
、
袋
を
開
け
て
そ
の
ま

l不
ま
馨
釜
に
投
入
す
る
だ
け
で
済

む
。
繁
盛
店
で
調
理
や
接
客
に
追

わ
れ
る
状
況
を
目
に
し
た
川
崎
が

「
少
し
で
も
手
間
を
省
け
れ
ば
」

と
考
え
出
し
た
。

「
お
コ
メ
で
あ
な
た
を
笑
顔
に

し
た
い
！
世
界
一
笑
顔
に
な
れ

日曜
る
お
米
屋
さ
ん
」
。
阪
神
電
鉄
石

月
屋
川
車
庫
（
同
市
東
灘
区
）
近
く

の
高
架
下
に
構
え
る
店
で
、
い
づ

日
よ
ね
の
晨
が
目
を
引
く
。
今
年

ー月
で
創
業
1
2
9

年
を
迎
え
、
現
存

）
す
る
神
戸
の
米
穀
店
で
は
最
古
参

眸
の
一
っ
だ
。

3
 
成
業
務
用
と
家
庭
用
の
コ
メ
販
売

平年
が
主
力
で
、
讐
は
神
戸
、
芦
屋
、

8

西
宮
に
広
が
る
。
約
1
0
0

種
類

1

の
新
米
、
古
米
を
そ
ろ
え
、
店
頭

2

で
璧
や
し
配
達
も
す
る
。
顧
客
に

゜

よ
っ
て
品
目
、
量
が
異
な
る
た
め
、

店
側
の
袋
詰
め
作
業
は
膨
大
だ
。

か
つ
て
は
ブ
レ
ン
ド
米
な
ど
4

品

目
し
か
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経
営
環
境
に

対
応
す
る
う
ち
、
販
売
形
態
を
少

品
種
大
量
か
ら
多
品
種
少
量
へ
と

版

l
]
汀
鱈

（第 3稲郵便物認可）

ヘ
~

業
ぢ
リ

老舗変革 コメ販売10年で 5倍

ヽ
ッ
ト

讐
に
入
社
し
、
後
にH
A
T神

戸
へ
と
変
貌
す
る
旧
岩
屋
工
場
な

ど
で
勤
務
し
た
。
だ
が
、
父
の
武

(
8
1
)
が
年
末
の
配
達
中
に
骨
折
し

た
の
を
機
に
長
男
と
し
て
家
業
を

継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
、
9
3
年

2

月
、

い
づ
よ
ね
に
入
社
し
た
。
す
で
に

バ
ブ
ル
は
崩
壊
し
て
お
り
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
、
小
売
り
の
規
制

欝
、
デ
フ
レ
不
唇
ど
の
向
か

い
風
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

間
に
大
病
を
患
う
経
験
も
し
て
い

る
。
2
0
0
8

年
に
代
表
取
締
役

と
な
っ
た
。

持
ち
前
の
企
画
力
で
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、
得
意
先
や
生
産
者
、
経
営
者

団
体
の
仲
間
の
教
え
も
受
け
て

き
た
。
ト
ッ
プ
に
就
く
前
年
の

月
間
コ
メ
販
売
量7
.
5

吠
が
、

1
7
年
は
約5
倍
の
3
7
此
に
拡
大

し
た
。
今
年
は4
8吠
を
目
標
に
掲

げ
る
。
0
8
年
以
降
で
販
売
量
が
前

年
実
績
を
割
り
込
ん
だ
こ
と
は
な

、
°
し

た
だ
、
国
内
の1
人
当
た
り
コ

メ
消
費
量
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以

下
に
落
ち
込
む
。
同
業
者
の
数
も

右
肩
下
が
り
だ
。
経
済
産
業
省
の

商
業
統
計
に
よ
る
と
、
兵
庫
県
内

の
「
米
穀
類
小
売
業
」
は
直
近
の

1
4
年
調
査
で
4
3
9

軒
。
最
も
多

か
っ
た
1
9
年
調
査
の
2
0
4
9

軒

か
ら
5

分
の1
に
減
少
し
た
。
ス

ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

量
販
店
と
の
競
争
が
激
し
く
、
経

営
難
や
後
継
者
不
在
で
の
れ
ん
を 下

ろ
す
店
主
が
増
え
て
い
る
た
め

だ
。
全
国
で
も
同
様
の
傾
向
で
、

「
ま
ち
の
お
米
屋
さ
ん
は
、
も
う

か
ら
な
い
業
種
」
（
日
本
米
穀
小

売
商
業
組
合
連
合
会
）
と
の
見
方

が
一
般
的
だ
。

ロ
ロ

川
崎
は
1
4
年
、
若
手
の
米
穀
店

店
主3
人
と
勉
強
会
を
立
ち
上
げ

た
。
隔
月
で
開
く
会
合
に
は
、
兵

庫
、
本
収
を
中
心
に
、
遠
く
は
三

重
か
ら
、
多
い
と
き
は
十
数
人
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
。
不
平
不
満

を
口
に
し
な
い
ル
ー
ル
を
課
し
、

店
や
業
界
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

方
策
を
話
し
合
う
。
「
親
に
言
わ

れ
て
仕
方
な
く
店
を
継
ぎ
、
面
白

く
な
さ
そ
う
な
顔
で
仕
事
を
し
て

い
る
店
主
は
多
い
。
そ
ん
な
店
で

コ
メ
を
置
つ
客
も
お
も
し
ろ
く
な

い
と
思
っ
」
と
勉
強
会
の
狙
い
を

話
す
。

「
人
は
上
か
ら
『
し
な
さ
い
』

と
言
わ
れ
る
と
、
や
る
気
を
な
く

す
も
の
だ
。
で
も
、
あ
こ
が
れ
る

存
在
が
で
き
た
ら
、
ま
ね
を
し
た

く
な
る
と
思
っ
。
す
て
き
な
お
米

屋
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
み
ん
な
で
考
え
た
い
。
プ
ロ

中
の
プ
ロ
の
お
米
屋
に
な
っ
て
、

日
本
中
を
笑
顔
に
し
た
い
」

身
長
1
8
3

食
体
重
1
0
4

キ
ロ
の
巨
漢
。
夢
も
壮
大
な
老
舗
の

4

代
目
は
、
入
社2
年
後
の
9
5
年

に
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
。

（
敬
称
略
）

（
大
久
保
斉
）

米
穀
店
い
づ
よ
ね
田 社名

ィ這者
創業
資本金
従業員
売上高
所在地
連絡先

いづよね（米穀など販売）
川崎恭雄氏
1889年（設立1976年）
1000万円
12人
1 億8000万円 (2017年7月期）
神戸市東灘区御影塚町2の24
名078 • 821 • 2502 

コメを9合ずつ小分けした袋
を女性店員に手渡す「いづよ
ね」の川崎恭雄代表取締役
（右）。パーカーの下のTシャ
ツがユニホームだ＝神戸市東
灘区本山北町3 、いしころカ
フェ頃帳多・風斗雅博）

墨
業
は
、
地
域
経
済
の
活
力
源
で
あ
る
。
一
っ
一
っ

の
企
業
の
規
模
は
大
企
業
に
及
ば
な
い
が
、
事
業
所
、
従
業

員
の
総
数
で
域
内
の
大
半
を
占
め
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
企
業

群
は
今
、
新
興
国
と
の
競
合
や
人
口
減
に
よ
る
国
内
市
場
の

縮
小
、
後
継
者
難
、
人
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
す
る
。
神
戸
新
聞
は
今
年
で
創
刊
1
2
0

周
年
を
迎
え
、

地
域
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
報
道
を
展
開
す
る
。
そ
の

一
環
で
、
自
社
の
経
営
を
刷
新
し
、
成
果
を
上
げ
た
中
小
企

業
を
取
り
上
げ
て
い
く
。
各
社
の
改
革
事
例
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
盛
衰
を
握
る
中
小
企
業
が
経
営
課
題
の

答
え
を
見
つ
け
る
助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

神
戸
の
米
穀
店
店
主
の
奮
闘
か
ら
、
話
を
始
め
た
い
。

雇
兵
年
づ
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J
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心
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国
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す
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中
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ま
と

済
出
よ
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嘉1
合
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は
ど
用

経
創
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1
7
割
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雇
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゜
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版
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◇
次
回
は5
日
付
ひ
ょ
う
ご
経
済
面
で
掲
載
し
ま
す
·

「技術革新」「地元密着」成長の鍵
る。経営が安定して所得が増えれば地域

の消費が盛り上がり、自治体の税収も増
える。中小企業が活力を失えば、その循
環は逆回転する。

日銀神戸支店によると、 17年12月の企
業短期経済観測調査（短観）で、県内中小
企業の業況判断指数濱怠況が「良い」と答
えた企業の割合から「悪い」とした割合を
引いた値）はプラス 8 。データがある96年
11月以降では最高だった＝グラフ。石井

正信支店長は「中小企業に景気拡大の裾
野が広がってきた」とするが、県内大企
業の指数を10群、全規模で6努下回る。

関西学院大学大学院の佐竹隆幸教授

は、県内中小企業について「生産の海外
移転に加え、阪神・淡路大震災の影響と

いう二重の課題がある」と指摘する。震
災では自社の直接被害だけでなく、取引
先の被災や復興需要の反動などで苦境に
陥った事例もあり、 「仕事を自らつくり

出し、正当な価格を貫けることが持続的
な成長に必要」と強調。 「イノベーショ
ン（技術革新）力のある『強い企業』と、

地元に貢献する『良い企業』を同時に達
成できる『価値巽紬企業』が勝ち残る」
と話す。 吠久保斉）
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